
本検討会の方向性について（案）

資料３
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検討の背景となる社会情勢・政策動向
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廃棄物・資源循環分野に関わる脱炭素化に向けた最近の動き

出所）「令和4年8月25日第43回循環型社会部会 参考資料3 第四次循環基本計画の第2回点検及び循環経済工程表に関する参考資料集」 P10

https : //www.env.go . jp/content/000067308.pdf （2022年8月25日閲覧）

検討の背景となる社会情勢・政策動向

https://www.env.go.jp/content/000067308.pdf
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我が国全体及び廃棄物分野の温室効果ガス排出量（2019年度）

出所）「令和3年8月5日第38回循環型社会部会 資料１ 廃棄物・資源循環分野における2050年温室効果ガス排出実質ゼロに向けた中長期シナリオ (案 )」P6

https : //www.env.go . jp/counc i l /content/ i _03/900418325.pdf （2022年8月5日閲覧）

検討の背景となる社会情勢・政策動向

https://www.env.go.jp/council/content/i_03/900418325.pdf
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廃棄物分野の温室効果ガス排出量の推移

出所）「令和4年8月25日第43回循環型社会部会 参考資料3 第四次循環基本計画の第2回点検及び循環経済工程表に関する参考資料集」 P21

https : //www.env.go . jp/content/000067308.pdf （2022年8月25日閲覧）

検討の背景となる社会情勢・政策動向

https://www.env.go.jp/content/000067308.pdf
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廃棄物の焼却・原燃料利用に伴うCO2排出の内訳

出所）「令和4年8月25日第43回循環型社会部会 参考資料3 第四次循環基本計画の第2回点検及び循環経済工程表に関する参考資料集」 P22

https : //www.env.go . jp/content/000067308.pdf （2022年8月25日閲覧）

検討の背景となる社会情勢・政策動向

https://www.env.go.jp/content/000067308.pdf
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廃プラスチック・廃油由来のCO2排出の内訳

出所）「令和3年8月5日第38回循環型社会部会 資料１ 廃棄物・資源循環分野における2050年温室効果ガス排出実質ゼロに向けた中長期シナリオ (案)」P9

https : //www.env.go . jp/counc i l /content/ i _03/900418325.pdf （2022年8月5日閲覧）

検討の背景となる社会情勢・政策動向

https://www.env.go.jp/council/content/i_03/900418325.pdf
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「廃棄物・資源循環分野における中長期シナリオ（案）」の概要

出所）「令和4年8月25日第43回循環型社会部会 参考資料3 第四次循環基本計画の第2回点検及び循環経済工程表に関する参考資料集」 P20

https : //www.env.go . jp/content/000067308.pdf （2022年8月25日閲覧）

検討の背景となる社会情勢・政策動向

https://www.env.go.jp/content/000067308.pdf
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プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律の概要

出所）「令和4年8月25日第43回循環型社会部会 参考資料3 第四次循環基本計画の第2回点検及び循環経済工程表に関する参考資料集」 P29

https : //www.env.go . jp/content/000067308.pdf （2022年8月25日閲覧）

検討の背景となる社会情勢・政策動向

https://www.env.go.jp/content/000067308.pdf
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第四次循環基本計画の第２回点検及び循環経済工程表の策定

出所）「令和4年8月25日第43回循環型社会部会 参考資料3 第四次循環基本計画の第2回点検及び循環経済工程表に関する参考資料集」 P33

https : //www.env.go . jp/content/000067308.pdf （2022年8月25日閲覧）

検討の背景となる社会情勢・政策動向

https://www.env.go.jp/content/000067308.pdf
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循環経済工程表における自動車／自動車リサイクル分野の位置づけ

⚫ 循環経済工程表（案）の中で、自動車／自動車リサイクル分野では、排出実態の早急な把握、蓄電池

排出状況分析、脱炭素戦略の検討等が示されている。

出所）「令和4年8月25日第43回循環型社会部会 資料1 第四次循環型社会形成推進基本計画の進捗状況の第２回点検結果及び循環経済工程表（案）」P106、赤枠追記

https : //www.env.go . jp/content/000067308.pdf （2022年8月25日閲覧）

検討の背景となる社会情勢・政策動向

https://www.env.go.jp/content/000067308.pdf
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経済産業政策の方向性：資源自律経済の確立（1/2）

出所）第30回産業構造審議会総会（2022年5月）資料2 「経済秩序の激動期における経済産業政策の方向性」、P21

https : //www.met i .go . jp/sh ing ika i/sankosh in/soka i/pdf/030_02_00.pdf （2022年8月5日閲覧）

検討の背景となる社会情勢・政策動向

https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/sokai/pdf/030_02_00.pdf
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経済産業政策の方向性：資源自律経済の確立（2/2）

⚫ 自動車リサイクル分野においても、資源回収、再資源化を通じて、高い水準の資源循環率を目指し

ていく必要がある。

出所）第30回産業構造審議会総会（2022年5月）資料2 「経済秩序の激動期における経済産業政策の方向性」、P22

https : //www.met i .go . jp/sh ing ika i/sankosh in/soka i/pdf/030_02_00.pdf （2022年8月5日閲覧）

検討の背景となる社会情勢・政策動向

https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/sokai/pdf/030_02_00.pdf
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検討体制・スケジュール
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自動車リサイクルのカーボンニュートラル及び3Rの推進・質の向上に向けた

検討体制

排出実態に係る
情報の提供

ASR削減、資源循環、GHG削減の観点も踏まえて、資源回収インセン
ティブの具体化について議論するとともに、自動車リサイクル過程における
温室効果ガス排出実態を踏まえた対策検討を行う場。

・学識経験者
・ユーザー代表
・メーカー等代表
・解体業者代表
・破砕業者代表
・JARC 等
（オブザーバー METI）

自動車リサイクルのカーボンニュートラル及び
3Rの推進・質の向上に向けた検討会（令和4年度実施）

ビフォーシュレッダーにおける素材回収に係るインセンティブを中心としたイン
センティブスキーム及びインセンティブガイドライン（仮称）の検討の場。
実証の状況を踏まえて、適宜開催。

・自工会、JAIA
・ASRチーム
・自リ機構
・鉄リ
・JARC情報管理部
・素材リサイクラー 等

資源回収インセンティブワーキンググループ
（令和3年度）

検討内容の共有

自動車リサイクル過程における温室効果ガス排出量の把握の
ため、専門的見地からの検討を行う場。
本検討会の助言を受けて、実態把握調査の実施、GHG算
定モデルの改良等を実施。

・学識者（主にLCAの研究者）５名
（オブザーバー METI）

温室効果ガス排出実態把握検討会
（令和3年度実施）

（事務局：国（METI/MOE）、JARC）

（事務局：国（MOE）、MRI）（事務局：国（MOE）、MRI）

※必要に応じて、委員への個別のヒア
リングや、別途作業部会等を設置して
の検討等を実施する場合がある。
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⚫ 自動車リサイクルのカーボンニュートラル及び3Rの推進・質の向上に向けた検討会

委員名簿

共同座長 酒井 伸一 公益財団法人 京都高度技術研究所 副所長

共同座長 村上 進亮 東京大学大学院 工学系研究科 教授

委員 阿部 知和 公益財団法人 自動車リサイクル促進センター 専務理事

委員 石田 道昭 日本自動車輸入組合 環境部 部長

委員 小野田 弘士 早稲田大学大学院 環境・エネルギー研究科 教授

委員 鬼沢 良子 特定非営利活動法人 持続可能な社会をつくる元気ネット 理事長・事務局長

委員 酒井 康雄 一般社団法人 日本自動車リサイクル機構 代表理事

委員 堂坂 健児 一般社団法人 日本自動車工業会 環境技術・政策委員会 リサイクル廃棄物部会 副部会長

委員 中野 勝行 立命館大学 政策科学部 准教授

委員 西尾 知久 一般社団法人 日本鉄リサイクル工業会 自動車リサイクル法委員会 委員長

委員 矢野 順也 京都大学 環境安全保健機構環境管理部門 准教授
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⚫ 自動車リサイクルのカーボンニュートラルに向けた対策検討、自動車リサイクルに係る3Rの推進・質の向上に向

けた議論をいただく場として設置。合同会議報告書を受けて、中長期的な対策検討の場という位置づけを想定。

⚫ 本検討会での検討を踏まえ、温室効果ガス排出量の算定モデルを構築し公表すること（令和5年度目標）を想定。

将来的には、算定・情報収集システムの構築を目指す。

＜開催スケジュールと議題イメージ＞

⚫ 第1回（9月12日）

- 検討会の方向性・スケジュール（案）

- 検討会における論点（案）

- 昨年度の排出実態把握調査の成果と課題の共有

- 「使用済自動車に係る資源回収インセンティブガイドライン（中間とりまとめ）」の提示（検討経緯の説明含む）

⚫ 第2,3回（11月～１月頃想定）

- 排出実態把握の調査状況の共有、調査を踏まえた今後の調査スケジュールの見通し

- 排出削減対策等の議論に向けた意見交換

• 既存処理プロセスの省エネ、エネルギー源の脱炭素化（排出係数減少）

• リユース、リサイクル、エネルギー回収促進（活動量減少、控除量増加）

• 将来的な、使用済自動車の組成等の変化への対応（車体・部品軽量化、電動車の増加等）

- 資源回収インセンティブ制度の具体化に向けた議論

自動車リサイクルのカーボンニュートラル及び3Rの推進・質の向上に向けた

検討会

※必要に応じて、委員への個別ヒアリングや、別途作業部会等の設置を行い、温室効果ガス排出量の実態把握に関する検討等を実施する場合がある。
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⚫ 令和4年度事業における調査及び検討会等の想定スケジュールは以下の通り。

令和4年度の調査・検討スケジュール（案）

2022年 2023年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

自動車リサイクルのカーボンニュートラル及
び3Rの推進・質の向上に向けた検討会
（※）

温室効果ガス排出実態把握調査・
算定モデル精緻化

その他関連スケジュール

・ 合同会議

・ （公財）自動車リサイクル高度化財団
（J-FAR）事業（CO2排出量可視化業務）

第1回（9/12）

11月～1月の間に2回程度開催予定

開催予定

ヒアリング（3社程度）に基づく

モデルケース算定

方針検討・

文献調査

ヒアリング調査・

モデル精緻化

取りまとめ

※自動車リサイクルのカーボンニュートラル及び3Rの推進・質の向上に向けた検討会（第1回）にて、調査の方向性をご審議いただい

た後、必要に応じて、委員への個別ヒアリングや、別途作業部会等の設置を行い、温室効果ガス排出量の実態把握に関する検討等を実

施する場合がある。

※自動車リサイクルのカーボンニュートラル及び3Rの推進・質の向上に向けた検討会の第2回以降については、11月以降で2回程度

開催することを想定。

第2回 第3回
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本検討会の方向性について（案）
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＜自動車リサイクルのカーボンニュートラル及び3Rの推進・質の向上に向けた検討会＞
• 自動車リサイクル全体の資源循環・温室効果ガス排出実態を概観、カーボンニュートラル対策・資源循環高度化の検討
• 上記検討に必要となる、各プロセスの温室効果ガス排出量把握、排出量控除の考え方の整理

環境省廃棄物適正
処理推進課検討

業務にて調査・検討

令和4年度調査・検討全体像

フロン類回収

廃タイヤ

ASRリサイクル

埋立

廃油

バッテリー

再利用可能部品
（窓ガラス、バンパー、内装品等）

エアバッグ類

発炎筒 蛍光灯

新素材対応
（CFRP等）

事前選別品目

関係業界（非鉄・セメント等）
におけるCN取組状況も確認

マテリアル回収

熱回収

鉄鋼業界における
CN取組状況も確認

自動車/他分野での
リユース・リサイクル

注力

注力

注力

注力検討項目 温室効果ガス実態把握調査方針（案）

バッテリー • リチウム蓄電池（LiB）を算定モデルへ反映
• リユース、リサイクルによる排出量控除の考え方

を整理

再利用可能
部品

• リユース、リサイクルによる排出量控除の考え方
を整理

• 資源回収インセンティブ制度の温室効果ガス削減
効果を検討

ASR
リサイクル

• リサイクル工程別の実態把握、特徴の差異を算定
モデルへ反映

• 排出量控除の考え方を整理

排出量：大

排出量：大

上記以外（解体、破砕、全部利用等）も引き続き調査・検討を実施

廃液

解体・破砕・全部
利用について、

J-far調査事業※

成果も活用

解体

破砕

全部利用

※（公財）自動車リサイクル高度化財団「自動車リサイクル全般でのCO2排出量可視化業務」

⚫ 昨今の社会情勢及び昨年度までの検討を踏まえ、自動車リサイクルのカーボンニュートラル及び3R

の推進・質の向上に向け、下図のような整理で調査・検討に取り組む。


